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.NET Framework対応の
帳票ソリューション
今回紹介する「SVF for .NET Frame

work」は、ウイングアークテクノロジー

ズが開発／販売する.NET Framework

対応の帳票ソリューションだ。このソ

リューションの前身となる帳票ツール

「Super Visual Formade」がリリースさ

れたのが1995年。ちょうどWindows

95が登場したころで、主流のプラット

フォームはメインフレームという時代

だった。SVF for .NET Framework製

品担当の清水俊之氏は、当時を次のよ

うに振り返る。

「見栄えよく帳票をデザインしたい、

プリンタに忠実そしてスピーディに帳票

を出力したいなど、当時の帳票ユーザ

ーも、いまと変わらずさまざまなニー

ズがありました。これらニーズをノンプ

ログラミングで実現できないかと考え、

開発したのがSuper Visual Formadeで

す。Super Visual Formadeは、今日ま

で約13000社の企業ユーザーが採用し

ています。この間培ったさまざまなノ

ウハウをベースに、SVF for .NET Fra

meworkを開発しました」

さまざまな帳票の
ニーズに対応したい
SVF for .NET Frameworkは、開発

環境の「SVF SDK for .NET Framewo

rk」と、実行環境「SVF for .NET Fra

mework」で構成されている。それぞ

れどのような機能を提供するのだろう

か。

「SVF SDK for .NET Frameworkに

は、帳票デザイナ“SVF設計部”と開

発用のテストサーバーモジュールが用

意されています。SVF設計部では、文

字列関数、日付関数、バーコード出力

など、帳票に必要な機能を取り揃えて

おり、簡単な操作で帳票フォームを作

成することができます。既存の帳票を

スキャンして画像ファイルとして取り

込みトレースすることもできます。

作成した帳票フォームとデータの連

携は、ADO.NET、.NET Framework

API、SVFクエリ設計機能（GUIによ

りDB項目とフィールド名を関連付け

る）という3つの方法があります。どの

方法を使ってもデータベースのテーブ

ルから必要な項目を設定するだけです。

SVF for .NET Frameworkは、プリ

ンタドライバと、データ制御機能の2つ

を提供します。クライアント／サーバ

ー、Webシステム、スマートクライア

ント、メタフレームの4種類のシステム

に対応しており、ユーザーはニーズに

応じて選択することができます」

SVF for .NET Frameworkでは、ド
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いくらドキュメントの電子化が進んでも、紙ベースの帳票が消えることはないだろう。これは、日本独自の“紙文化”に起

因するところが大きい。しかし“伝票印字がズレる”“思うように印刷速度が上がらない”など、開発者は苦労が多い。今

回は、このような悩みを解消する帳票ソリューションを紹介しよう。
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ットインパクトプリンタ、ラインプリン

タ、レーザープリンタなど、各種プリン

タからネイティブな高速印刷を実行で

きるほか、PDF出力も行なえる。また、

オプション製品としてTEC／SATO製

ラベルプリンタでの印刷やCSV出力を

行なうモジュールも用意されている。こ

れらモジュールはすべてSVF for .NET

Frameworkの実行環境上で動作する

（図1）。これにはワケがある。

「PDFで出力したい、レーザープリ

ンタを使いたいなど、昔と変わらず帳

票ユーザーにはさまざまなニーズがあ

ります。新たな環境を用意することな

く、日々発生するユーザーのニーズに

対しひとつの実行環境上で応えるのが

狙いです」

.NETネイティブ対応の
プリンタドライバ
ところで、実行環境に用意されてい

るプリンタドライバは、自社開発され

ている。これにも帳票ベンダーならで

はの理由がある。

「各プリンタメーカーから提供され

ているプリンタドライバは、.NET Fra

meworkに対応していないので、印刷

の制御は.NET Framework上で行なう

ことができません。そこで、自社独自

で.NET Framework対応のプリンタド

ライバを開発して提供しています。開

発者は出力したいプリンタのドライバ

を設定するだけです。

また、通常プリンタドライバは各メ

ーカーごとに独自言語で記述されてい

ます。これが原因でプリンタによって

それぞれ帳票がズレて出力されてしま

うのです。自社開発したプリンタドラ

イバはそれぞれの機種の差異を吸収し

ていますのでズレて出力されることは

ありません。

これらを実現するのはとても大変で

した。各プリンタメーカーからさまざま

な機種のプリンタを貸してもらい、ひと

つひとつ検証しながらプリンタドライ

バの開発を進めていきました。

それから印刷速度を上げるのにも時

間がかかりました。SVF for .NET Fra

meworkはウイングアークテクノロジ

ーズ初の.NET Framework対応製品で

す。これまでCやJavaで作ってきまし

たが、C#での実装はチャレンジでした。

当初、膨大なコード量になってしまい

思うように印刷速度が出ませんでした。

このパフォーマンスチューニングにとて

も手間がかかりました」

今後の行く末
コアメンバーおおよそ10人がプロジ

ェクトに参加し、約半年で開発された

というSVF for .NET Framework。今

後どのような製品へと拡張してゆくの

だろうか。

「昨年末に新たな帳票デザイナ“SV

FX-Designer”を発売しました。SVFX-

Designerは、これまで同様ノンプログ

ラミングで帳票をデザインできますが、

SOAに対応するために作成した帳票を

XMLで自動生成します。このデザイナ

の.NET Framework対応版を出してい

く予定です。

また、今年の4月には.NET Frame

work 2.0対応のSVF for .NET Frame

workも発売する予定です。どうぞ楽し

みにしてください」
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・ノンプログラミングで帳票を設計し、
シンプルなコーディングで帳票システムを構築できる

・.NETネイティブのプリンタドライバを提供し
プリンタ機種の差異を克服。.NET Framework上での
印刷制御、印刷パフォーマンスの向上を実現

拡充のポイント




